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上
六
栗
地
内
の
県
道
蒲
郡
碧

南
線
の
道
路
拡
幅
の
検
討
が
す

す
ん
で
い
る
。

 
平
成
24
年
8
月
の
地
権
者

説
明
会
以
降
の
対
応
は
。

　

建
設
部
長　

実
測
交
通

量
に
基
づ
き
、
道
路
企
画
の

見
直
し
で
、
幅
員
縮
少
案
を

検
討
。
歩
道
を
両
側
設
置
す

る
案
で
検
討
中
。

 

平
成
26
年
に
、
国
道
23
号

バ
イ
パ
ス
芦
谷　

と
蒲
郡　

間
が
開
通
。
交
通
量
の
変
化

は
。

 

開
通
前
が
、
1
日
に
８
６

　

９
３
台
、
平
成
26
年
の
調
査

は
、
４
９
１
０
台
で
、
結
果

44
％
減
少
し
た
。

 

測
量
の
結
果
、
移
転
が
予

想
さ
れ
る
家
屋
の
数
は
。

 

中
心
線
の
決
定
が
終
わ
っ

て
数
軒
あ
る
。

 

推
定
さ
れ
る
概
算
の
工
事

費
用
は
。

 

予
備
設
計
の
段
階
で
は
、

正
確
な
数
字
が
な
く
、
数
億

円
程
度
に
な
る
見
込
み
。

 

次
に
開
催
さ
れ
る
地
権
者

説
明
会
の
予
定
は
。

 

計
画
の
変
更
や
設
計
の
修

正
で
、地
元
説
明
会
を
お
こ
な

う
時
期
に
来
て
い
る
と
認
識
。

 
県
の
予
算
で
は
あ
る
が
、

交
渉
す
る
町
と
し
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
要
望
・
考
え
は
。

 

早
期
事
業
化
は
、
重
要
箇

所
の
一
つ
と
し
て
、
継
続
的

に
要
望
し
て
い
る
。

　

幸
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
進
捗
と
今

後
を
問
う
。

 

低
温
プ
ラ
ズ
マ
を
使
っ
た

イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト
栽
培
を
、

西
尾
の
キ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
が

お
こ
な
う
。
理
由
と
経
緯
は
。

　

企
業
立
地
監　

プ
ラ
ズ

マ
機
器
は
高
価
で
、
農
家
か

ら
導
入
難
し
い
と
意
見
が
あ

る
。

　
　

同
社
は
、
対
象
を
ト
マ
ト

に
も
広
げ
、
実
装
化
に
向
け

た
試
作
を
名
古
屋
大
学
の
指

導
で
開
発
で
き
る
。

 

自
動
走
行
技
術
で
、
町
民

の
利
便
性
が
向
上
さ
れ
る
べ

き
。
次
は
自
動
運
転
バ
ス
の

実
験
を
。

 

普
通
車
で
実
施
し
て
、
ま

ず
は
、
事
故
を
起
こ
さ
ず
安

全
に
実
証
実
験
が
第
一
で
、

バ
ス
は
そ
の
先
と
考
え
る
。

 

豊
坂
に
建
設
さ
れ
る
多
世

代
交
流
児
童
館
。
女
性
の
起

業
支
援
の
数
値
目
標
は
。

　

住
民
子
ど
も
部
長　

平

成
33
年
ま
で
に
２
件
。

　

複
合
的
な
起
業
支
援
の

検
討
を
。

 

他
部
門
と
調
整
し
て
、
支

援
計
画
を
考
え
た
い
。

 

桐
山
と
六
栗
間
の
広
田
川

堤
防
が
緑
道
整
備
さ
れ
た
。

幸
田
駅
西
口
ま
で
の
残
り

２
０
０
ｍ
の
完
成
は
。

　

建
設
部
長　

平
成
32
年

度
ま
で
に
、
六
栗
の
市
街
地

か
ら
駅
西
間
を
、
自
然
散
策

型
の
道
と
し
て
、
事
業
化
を

検
討
。

第
２
回
臨
時
会

9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

平
成
28
年
度
決
算

一
般
質
問

追
跡

一 般 質 問

県
道
蒲
碧
線
の
地
権
者
説
明
会
は

お
こ
な
う
時
期
に
来
て
い
る
と
認
識

問

答

問 女性起業支援
の数値目標は

平成33年まで
に2件答

すれ違いが困難な県道蒲郡碧南線
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平
成
23
年
7
月｢

改
正
障

害
者
基
本
法｣

が
成
立
し
、

日
本
で
初
め
て
手
話
が
言
語

と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
手
話

を
言
語
と
位
置
づ
け
、
普
及

を
促
す
「
手
話
言
語
条
例
」

の
制
定
が
全
国
の
自
治
体
で

広
が
っ
て
い
る
。
全
国
・
県

内
の
現
況
は
。

　

健
康
福
祉
部
長　

全
国

で
は
95
自
治
体
。
内
訳
は
県

が
12
、
市
が
74
、
町
が
9
。

　

県
内
は
ゼ
ロ
だ
が
、
常
滑
市

が
検
討
中
。

 

手
話
を
必
要
と
し
て
い
る

人
は
何
人
。

 

聴
覚
の
障
が
い
１
２
３
人
、

聴
覚
と
言
語
の
障
が
い
11
人

で
合
計
１
３
４
人
。

 

本
町
職
員
の
手
話
通
訳
者

の
仕
事
範
囲
は
。

 

福
祉
課
の
窓
口
対
応
や
庁

舎
内
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
中
央
公
民

館
に
も
出
向
く
。

 

保
育
園
で
手
話
に
親
し
む

機
会
を
。

　

住
民
こ
ど
も
部
長　

今

後
、
開
催
を
検
討
。

 

学
校
で
手
話
を
学
ぶ
機
会

は
。

　

教
育
部
長　

年
１
回
の

福
祉
実
践
教
室
や
南
部
中
学

校
の
年
４
回
の
手
話
講
座
な

ど
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

 

手
話
を
日
常
的
に
使
い
、

普
及
で
き
る
幸
田
町
を
目
指

す
た
め
「
手
話
言
語
条
例
」

の
制
定
を
。

　

町
長　

早
い
時
期
に
制

定
す
る
方
向
で
考
え
る
。

　

乳
が
ん
は
、
が
ん
の
中
で
も

日
本
女
性
の
罹
患
率
※
が
ト
ッ

プ
で
あ
り
、
若
い
年
齢
層
に
も

増
加
し
て
い
る
。
早
期
発
見
に

は
触
診
法
が
一
番
で
あ
る
こ
と

か
ら
以
下
を
問
う
。

 

乳
が
ん
検
診
の
周
知
・
取

り
組
み
は
。

　

健
康
福
祉
部
長　

毎
年

２
月
に
人
間
ド
ッ
ク
、
が
ん

検
診
の
チ
ラ
シ
と
申
込
書
を

全
戸
配
布
。

　
　

乳
が
ん
検
診
は
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
40
歳
女
性
に

個
別
通
知
し
て
い
る
。

 

乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
と

罹
患
率
は
。

 

40
歳
以
上
の
受
診
率
は

14
・
５
％
。

　

愛
知
県
の
罹
患
率
は
73
・
７
、

全
国
は
83
・
１
。

 

若
い
世
代
に
も
乳
が
ん
検

診
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
お
風
呂
場
の
タ

イ
ル
に
貼
り
付
け
る
乳
が
ん

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
導
入
を
。

 

乳
が
ん
検
診
受
診
者
に
自

己
検
診
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
中
。

　
　

水
に
ぬ
れ
て
も
大
丈
夫
な

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
、
検
診

会
場
や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
自

由
に
持
ち
帰
る
形
で
検
討
す

る
。

※
罹
患
率

　

人
口
10
万
人
当
り
の
疾
病
発

生
件
数

第
２
回
臨
時
会

9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

平
成
28
年
度
決
算

一
般
質
問

追
跡

「手話言語条例」の制定を問

早い時期に制定の方向で考える答

一 般 質 問

問 乳がんチェック
シートの導入を

自由に持ち帰る
形で検討する答

「福祉ボランティアまつり」で手話を教える


